
令和3年10月に男女共同参画に関する市民

意識調査を、無作為に抽出した市内にお住ま

いの満18歳以上の2,000名にご協力をお願

いしました。多くの皆様からご回答をいただ

きありがとうございました。その一部を速報

値としてお知らせします。

◇性別による役割分担意識

「男性は仕事、女性は家庭を中心にする方

がよい」という考え方については、『反対』

(52.3％)が、『賛成』(32.4％)を上回って

います。

「男性も女性と平等に家事・育児・介護を

するべきである」という考え方については、

『賛成』(84.0％)が、『反対』(7.4％)を大

きく上回っています。

◇男性の育児休業・介護休業の取得について

男性が育児休業・介護休業を取得すること

については『賛成』が8割を超えています。

しかし、男性の育児休業・介護休業への社会

や企業の支援・理解は十分であると思う割合

は、2割に満たない状況にあります。

男女共同参画社会とは、男性だから、女性だからということではなく、ともにその人権を尊重

しつつ責任を分かち合い、個性と能力を発揮することができる社会です。

男女共同参画社会の実現の大きな障害の一つは、人々の意識の中に長い時間をかけてかたちづ

くられてきた性別に基づく固定的な性別役割分担意識です。このような意識は時代とともに変わ

りつつあるものの、依然として根強く存在し、また、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の

調和）の推進など取り組むべき課題が残されています。

「男女共同参画社会」の目指すもの

男性も女性も平等に家事・育児・介護を
～市民意識調査から～

燕市では、「燕市男女共同参画基本計画（燕市男女

共同参画推進プラン）」に基づき、市民及び事業者

と協働により総合的に施策に取り組んでいます。詳

しくは燕市ホームページをご覧ください。
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性別による役割分担意識（ｎ＝863）

※『賛成』は「賛成」+「どちらかといえば賛成」の合計割合
『反対』は「反対」+「どちらかといえば反対」の合計割合


